
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（見解） 

１ 料率設定に係る考え方については、御指摘の業種ごとの収支率をもとに設定して

いるわけではなく、（１）に述べた考え方に基づく結果を踏まえて適切に判断して

いるところである。 

 

２ 労働政策審議会労働条件分科会労災保険部会においては、提出された資料はすべ

て公開しているところであるが、今後とも、審議会における必要な資料は公開して

いく。 

（４）業種毎の収支率が固定的であり、収支の悪い業種の改善（料率引き上げ）、よ

い業種の引き下げが十分に行われていないようであるがどうか。 

 また、労災福祉事業及び事務の執行に関する費用に係る料率が不足していると 

すると、その不足も、収支のよい業種による「黒字」で賄われていることになるの

ではないか？ 

 これら全体として、業種別の料率決定プロセスが不透明と思われるがどうか。あ

わせて料率改訂の際の労働政策審議会における議論及びその資料について開示いた

だきたい。 

 








